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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第48期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第47期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 12,752,790 49,178,642

経常利益（千円） 526,880 1,030,054

四半期（当期）純利益（△は損

失）（千円）
△137,296 562,018

純資産額（千円） 7,733,633 7,866,703

総資産額（千円） 37,513,980 36,622,568

１株当たり純資産額（円） 564.93 574.56

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（△は損失）（円）
△10.03 41.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 20.6 21.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,467,071 556,653

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△113,568 △648,014

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△134,372 △119,616

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,539,230 1,318,534

従業員数（人） 542 524

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税は含んでおりません。　

３．第48期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当

たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

４．第47期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。　
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 542 (857)

　（注）　従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除いております。なお、グループ外から当社グ

ループへの出向者はおりません。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、準社員を含みアルバイト、人材会

社からの派遣社員は除いております。）は（ ）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員（１日7.5時間換

算）を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 450 (749)

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であり、

臨時雇用者数（パートタイマー、準社員を含みアルバイト、人材会社からの派遣社員は除いております。）は（

 ）内に当第１四半期会計期間の平均人員（１日7.5時間換算）を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、ホームセンター事業を主たる事業としているため、生産及び受注の状況は記載しておりません。

販売実績

事業の種類別セグメントの
名称

区分

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円）

ホームセンター事業

店舗売上  

ＤＩＹ用品 6,727,053

家庭用品 4,978,025

カー・レジャー用品 856,200

ホームセンター事業計 12,561,278

その他の事業 － 191,511

合計 － 12,752,790

　（注）　記載金額には消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

（１）経営成績の分析　

　当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、サブプライムローン問題を背景とした米国経済の後退懸念

や原油価格の高騰により、景気の緩やかな回復を牽引してきた企業収益に減速傾向が見られ、先行きの不透明感

はより一層強まる状況となりました。

　このような状況の中、当社グループのホームセンター事業は、高品質・高付加価値商品を積極的に取り扱い、暮

らしに役立つ情報・サービスの提供を通して、お客様に喜んでいただける店づくりに取り組んでまいりました。

　販売の状況といたしましては、従来より主要戦略部門として位置づけておりますリフォーム事業において、チラ

シの積極的な配布等による宣伝活動やスタッフの育成・増員等による体制の強化等、引き続き注力した結果、売

上高は増加いたしました。また、春先の好天の影響により園芸用品、エクステリア用品等のガーデニング用品やレ

ジャー用品が好調に推移いたしました。

　また、昨年９月に増床移転いたしましたホームアシスト（静岡県駿東郡清水町）は、売上高前年比139.4％と好調

に推移いたしました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は12,752百万円となりました。

　営業利益及び経常利益は、増収の影響によりそれぞれ606百万円、526百万円となりました。四半期純利益につき

ましては、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）の適用により、期首

在庫に含まれる変更差額674百万円を特別損失に計上した他、当社グループが所有する固定資産の一部について

減損損失47百万円、併せて722百万円の特別損失を計上し、137百万円の四半期純損失となりました。

（２）財政状態の分析　

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は37,513百万円となり、前連結会計年度末に比べ891百万円の増加

となりました。これは、現金及び預金の増加1,220百万円、たな卸資産評価損の計上に伴う商品の減少444百万円に

よるものであります。

　負債合計は29,780百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,024百万円の増加となりました。これは、支払手形及

び買掛金の増加1,215百万円、長期借入金の減少160百万円によるものであります。

　純資産合計は7,733百万円となり、前連結会計年度末に比べ133百万円の減少となりました。これは、四半期純損失

の計上等に伴う利益剰余金の減少205百万円によるものであります。この結果、当第１四半期連結会計期間末にお

ける自己資本比率は20.6％をなりました。

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末に比

べ1,220百万円増加し、2,539百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

　営業活動の結果得られた資金は1,467百万円となりました。この主な要因は、仕入債務の増加額1,200百万円、たな

卸資産の減少額426百万円、法人税等の支払額186百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　投資活動の結果使用した資金は、113百万円となりました。この主な要因は、有形固定資産の取得による支出57百

万円、敷金及び保証金の差入による支出51百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　財務活動の結果使用した資金は、134百万円となりました。この主な要因は、長期借入金の返済による支出170百

万円によるものであります。

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（５）研究開発活動　

　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）

（平成20年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,714,995 13,714,995
ジャスダック

証券取引所
－

計 13,714,995 13,714,995 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高

（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日
－ 13,714,995 － 2,902,954 － 3,435,559

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。　

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区　分 株式数（株） 議決権の数（個） 内　　容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　23,000　　　　　
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式　13,623,000　　　　　

　　
13,623 －

単元未満株式 普通株式　　　68,995 － －

発行済株式総数 13,714,995 － －

総株主の議決権 － 13,623 －

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％）

株式会社エンチョー
静岡県富士市中央
町２丁目12番12号 23,000 － 23,000 0.17

計 － 23,000 － 23,000 0.17

　（注）　当第１四半期会計期間末における自己株式数は25,561株であります。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

平成20年
５月

平成20年
６月

最高（円） 420 425 430

最低（円） 404 405 410

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

を適用しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けて

おります。

　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって新日本監査法人から名

称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,539,230 1,318,534

受取手形及び売掛金 723,531 788,448

有価証券 99,990 100,040

商品 8,630,416 9,075,026

仕掛品 17,464 959

貯蔵品 8,631 6,997

繰延税金資産 240,961 162,619

その他 674,263 527,463

流動資産合計 12,934,489 11,980,090

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 5,078,749

※1
 5,195,477

土地 10,808,710 10,808,710

建設仮勘定 103,247 34,182

その他（純額） ※1
 113,950

※1
 122,133

有形固定資産合計 16,104,658 16,160,503

無形固定資産 102,759 104,739

投資その他の資産

投資有価証券 949,009 838,850

長期貸付金 1,569,207 1,578,344

敷金及び保証金 3,292,561 3,337,713

繰延税金資産 684,545 732,136

その他 1,920,920 1,934,359

貸倒引当金 △44,170 △44,170

投資その他の資産合計 8,372,073 8,377,234

固定資産合計 24,579,491 24,642,478

資産合計 37,513,980 36,622,568

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,209,395 6,993,826

短期借入金 5,646,796 5,546,796

未払法人税等 17,798 209,872

その他 2,220,070 2,127,864

流動負債合計 16,094,060 14,878,360

固定負債

社債 1,700,000 1,700,000

長期借入金 9,582,290 9,742,548

退職給付引当金 946,437 979,520

その他 1,457,558 1,455,435

固定負債合計 13,686,286 13,877,504

負債合計 29,780,347 28,755,864
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 2,902,954 2,902,954

資本剰余金 3,435,559 3,435,559

利益剰余金 1,210,388 1,416,142

自己株式 △11,166 △10,260

株主資本合計 7,537,734 7,744,395

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 195,899 122,307

評価・換算差額等合計 195,899 122,307

純資産合計 7,733,633 7,866,703

負債純資産合計 37,513,980 36,622,568
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 12,752,790

売上原価 9,038,983

売上総利益 3,713,806

営業収入 93,742

営業総利益 3,807,549

販売費及び一般管理費 ※
 3,200,601

営業利益 606,947

営業外収益

受取利息 12,125

受取配当金 6,333

為替差益 11,079

その他 6,301

営業外収益合計 35,839

営業外費用

支払利息 86,815

その他 29,092

営業外費用合計 115,907

経常利益 526,880

特別損失

減損損失 47,741

たな卸資産評価損 674,923

特別損失合計 722,664

税金等調整前四半期純損失（△） △195,784

法人税、住民税及び事業税 8,598

法人税等調整額 △67,086

法人税等合計 △58,488

四半期純損失（△） △137,296
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △195,784

減価償却費 107,397

減損損失 47,741

退職給付引当金の増減額（△は減少） △33,083

受取利息及び受取配当金 △18,458

支払利息 86,815

為替差損益（△は益） △1,566

有形固定資産除却損 3,069

売上債権の増減額（△は増加） 70,372

たな卸資産の増減額（△は増加） 426,471

仕入債務の増減額（△は減少） 1,200,133

未払消費税等の増減額（△は減少） 80,522

その他 △87,125

小計 1,686,503

利息及び配当金の受取額 10,725

利息の支払額 △44,143

法人税等の支払額 △186,014

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,467,071

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △57,345

敷金及び保証金の差入による支出 △51,175

敷金及び保証金の回収による収入 62,202

その他 △67,250

投資活動によるキャッシュ・フロー △113,568

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 110,000

長期借入金の返済による支出 △170,545

リース債務の返済による支出 △11,819

自己株式の増減額（△は増加） △906

配当金の支払額 △61,102

財務活動によるキャッシュ・フロー △134,372

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,566

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,220,696

現金及び現金同等物の期首残高 1,318,534

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,539,230
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法
の変更
　たな卸資産
　　通常の販売目的で保有するたな卸資産
については、従来、主として売価還元法
による原価法によっておりましたが、
当第１四半期連結会計期間より「棚卸
資産の評価に関する会計基準」（企業
会計基準第９号　平成18年７月５日）
が適用されたことに伴い、主として売
価還元法による原価法（貸借対照表価
額については収益性の低下に基づく簿
価切下げの方法）により算定しており
ます。
　　なお、これにより従来の方法によった
場合に比べて、営業利益、経常利益はそ
れぞれ116百万円増加し、税金等調整前
四半期純利益は、558百万円減少してお
ります。

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 　当第１四半期連結会計期間末のたな卸高

の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前

連結会計年度末の実地たな卸高を基礎とし

て合理的な方法により算定する方法によっ

ております。

２．固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連

結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。

３．経過勘定項目の算定方法

　

　合理的な算定方法による概算額で計上す

る方法によっております。

４．法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の算

定方法　

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加

味する加減算項目を重要なものに限定する

方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。　
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【追加情報】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

当社及び連結子会社の機械装置の耐用年数について

は、当第１四半期連結会計期間より、法人税法の改正を契

機として見直しを行い、一部の資産については耐用年数

を短縮して減価償却費を算定する方法に変更しておりま

す。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微でありま

す。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、8,698,042千円で

あります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、8,630,152千円で

あります。

　２　偶発債務

　　　保証債務

　下記の連結会社以外の会社の金融機関よりの借入に

対し債務保証を行っております。

(会社名) (金額) 　

㈲無量寿 750,000千円 

計 750,000 

　２　偶発債務

　　　保証債務

　下記の連結会社以外の会社の金融機関よりの借入に

対し債務保証を行っております。

(会社名) (金額) 　

㈲無量寿 750,000千円 

計 750,000 

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給料手当 1,152,737千円

退職給付費用 21,770 

賃借料 687,899 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,539,230千円　

現金及び現金同等物 2,539,230 
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　13,714,995株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　25,561株　　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年５月12日
取締役会

普通株式 68,458 5.00  平成20年３月31日  平成20年６月25日
利益剰余

金

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　ホームセンター事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計

額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 564.93円 １株当たり純資産額 574.56円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 10.03円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純損失（千円） 137,296

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 137,296

期中平均株式数（千株） 13,690

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っているもの

の、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記

載を省略しております。　

２【その他】

　平成20年５月12日開催の取締役会において、平成20年３月31日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載された株主

に対し、剰余金の配当（期末）を行うことを次のとおり決議いたしました。

（１）配当金の総額　　　　総額68,458千円

（２）１株当たり配当額　　５円00銭

（３）効力発生日　　　　　平成20年６月25日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月13日

株式会社エンチョー

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松本　正一郎　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大和　哲夫　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エンチョー

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20

年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エンチョー及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　追記情報

　四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は、当第１四半期連結会

計期間より、棚卸資産の評価に関する会計基準を適用しているため、当該基準により四半期連結財務諸表を作成している。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管しております。　

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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